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令
和
７
年
８
月
２
日

（
土
）
に
「
ご
ぼ
う
商
工
祭

２
０
２
５
」
を
開
催
し
ま

す
。２
０
０
９
年
に
復
活

し
た
商
工
祭
も
、
今
回
で

第
15
回
目
の
開
催
を
迎

え
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
盆

踊
り
」 

。 

〝
大
人
も
子
供

も
踊
ら
に
ゃ
ソ
ン
ソ
ン

♪
〟
と
題
し
ま
し
て
御
坊

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

会
場
に
、
開
催
時
間
は
16

時
か
ら
21
時
ま
で
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
中
央
に
設
置
す

る
大
き
な
や
ぐ
ら
を
囲

ん
で
、
世
代
を
問
わ
ず
ど

な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
る
盆
踊
り
大
会
を

実
施
し
ま
す
。地
域
の
皆

さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
交
流
を
深
め
る
こ

と
で
、
御
坊
の
町
を
さ

ら
に
元
気
に
、
活
気
の

あ
る
町
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。浴
衣
や
甚
平
な
ど

の
装
い
で
の
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。ご
家
族

や
ご
友
人
同
士
で
ぜ

ひ
ご
参
加
し
て
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は

各
種
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
も
予
定
し
て
い

ま
す
。天
音
太
鼓
保
存

会
に
よ
る
迫
力
あ
る

演
奏
を
は
じ
め
、
日
高

高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
の
軽
快
な
演
奏
な
ど
、

幅
広
い
世
代
に
お
楽
し

み
い
た
だ
け
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
は
浴
衣

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し

ま
す
。未
就
学
児
・
小
学

生
・
一
般
の
３
部
門
に
分

か
れ
て
行
い
、
各
部
門
ご

と
に
豪
華
賞
品
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。お
申
し

込
み
は
先
着
順
と
な
り

ま
す
の
で
、
参
加
を
ご
希

望
の
方
は
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
好
評
に
つ
き

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い

る
「
う
ま
い
も
ん
食
堂
」

の
実
施
も
予
定
し
て
い

ま
す
。地
元
の
人
気
店
が

一
堂
に
会
し
、
自
慢
の
一

品
や
商
工
祭
限
定
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を

提
供
す
る
ほ
か
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
エ
リ
ア
で
は
バ

ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
グ
ル

メ
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
の

で
こ
こ
で
し
か
味
わ
え

な
い
一
品
を
ぜ
ひ
ご
堪

能
下
さ
い
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に

は
、
お
菓
子
・
餅
ま
き
も

予
定
し
て
い
ま
す
。商
工

祭
を
通
じ
て　

地
域
の

魅
力
を
体
感
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。皆
さ
ま
の

ご
来
場
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
天
候
や
そ
の
他
の
事

情
に
よ
り
、
内
容
が
一
部

変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

当
会
議
所
中
小
企
業
相
談

所
で
は
、
小
規
模
企
業
の
経

営
改
善
、
育
成
振
興
を
図
る

た
め
、
経
営
指
導
員
が
事
業

主
の
皆
様
方
の
相
談
相
手
と

な
り
、創
業
支
援
・
経
営
発
達

支
援
事
業
等
の
経
営
全
般
に

つ
い
て
、
相
談
、
指
導
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
議
所
と
小
規
模

企
業
者
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役

と
し
て
、
小
規
模
企
業
振
興

委
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

経
営
上
の
問
題
で
お
悩
み

の
方
は
、
い
つ
で
も
相
談
委

員
ま
た
は
、
当
相
談
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
経
営
相
談

　

経
営
指
導
員
に
よ
る
窓
口

相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
巡
回
指

導
を
通
じ
て
、
経
営
に
関
す

る
幅
広
い
分
野
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。ま
た
各
分
野

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
派
遣
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
金
融
相
談

　

商
工
会
議
所
で
は
国
・
県

等
の
制
度
融
資
の
斡
旋
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
所
の
経
営
指
導

を
受
け
て
経
営
の
改
善
を
し

て
い
こ
う
と
す
る
方
に
は
、

当
会
議
所
会
頭
の
推
薦
に
よ

り
、
保
証
人
も
担
保
も
不
要

で
低
金
利
の
小
規
模
事
業
者

経
営
改
善
資
金
の
斡
旋
も

行
っ
て
い
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

　

中
小
企
業
相
談
所

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
２
―
１
０
０
８

　

ま
で

個別労務相談会個別労務相談会

　御坊商工会議所では、専門指導員（社会保険労務士）を配置した出張相談室を設置
し、就業規則作成変更、賃金・助成金等労務管理全般など、中小企業の労働面の相談
等にワン・ストップで対応しています。お気軽にお申込み下さい。

※都合により、ご相談日時の変更等のお願いをする場合がございます。
※また、個別訪問も行っておりますので、お気軽にお問合せ下さい。
※ご相談については、完全予約制となっております。
　必ず事前のご予約をお願いします。

（金）令和７年　  月　  日

御坊商工会館３階　会議室

（1 時間単位での予約）

7
午後１時～午後５時

18日  時

場  所

御坊商工会議所 までご予約•お問合せ先 TEL22-1008

社会保険労務士に無料で相談できます

御
坊
商
工
会
議
所

　中
小
企
業
相
談
所
を

　
　
　
　
　
　
　ご
利
用
く
だ
さ
い

８
月
２
日
（
土
）

ご
ぼ
う
商
工
祭
２
０
２
５
開
催

８
月
２
日
（
土
）

ご
ぼ
う
商
工
祭
２
０
２
５
開
催
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令
和
７
年
８
月
２
日

（
土
）、
御
坊
市
民
文
化
会

館
（
御
坊
市
薗
２
５
８-

２
）
で
御
坊
・
日
高
就
職

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　

令
和
８
年
３
月
卒
業

予
定
の
大
学
・
短
大
・
高

専
・
専
修
学
校
生
、
お
よ

び
一
般
求
職
者
で
、
御

坊
・
日
高
地
域
へ
の
就
職

を
希
望
さ
れ
て
い
る
方

を
対
象
に
し
た
個
別
面

談
方
式
の
合
同
企
業
説

明
会
で
す
。

　

人
手
不
足
か
ら
求
人

数
は
多
く
、
大
半
が
正
社

員
を
求
め
て
い
ま
す
。し

か
し
な
が
ら
、
若
い
人
達

が
都
会
へ
流
れ
、
地
元
で

就
職
す
る
人
が
減
っ
て

き
て
お
り
、
当
地
に
と
っ

て
も
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。そ
う
し
た

な
か
、
日
高
地
方
の
良
さ
、

企
業
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、

一
人
で
も
多
く
の
若
者

が
地
元
に
残
っ
て
く
れ

る
よ
う
に
と
の
思
い
で
、

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
企
業
と
会
え
る

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
是

おお ちつ 行が く経営指導員突撃！
インタビュ

ー!!
事業所訪問

御坊には色んなシゴトがあるけれど、その実態がよくわからない。
やりがいや本音、現場の空気がもっと知りたい！

そんな思いに応えてさまざまなシゴトを突撃インタビュー！

所在地

Ｔ Ｅ Ｌ

定休日

診療時間

御坊市湯川町小松原５２５－１０

０７３８－２４－９０３９

日曜日

月～水・金曜日　 ９：００～１３：００

　　　　　　　１６：００～２０：００

木・土曜日　　　 ９：００～１３：００

ぬくもりある癒し空間の整骨院

WAKAYAMAけんけん整骨院 山本  健介さん

●今月の突撃・ターゲット

やまもと けんすけ

　当商工会議所職員の大土が会員事業所への突撃インタビューをし

て、「商売人の声」をお届けいたします。

今月は、小松原の踏切近くに店舗を構える「WAKAYAMA けんけん整

骨院」さんにお邪魔しました。

　令和２年７月に開業したこちらの整骨院は、道路から見える窓に描

かれた院長の似顔絵が印象的。院内へ入ると、植物やぬいぐるみが飾

られたぬくもりのある空間が広がっています。

　今回お話を伺ったのは、院長の山本健介さん。学生時代は柔道に打

ち込み、大阪で約１０年間の修行を経て、御坊で開業されました。地

域の皆さまに親しまれながら、日々患者様と真摯に向き合っておられ

ます。

　山本さんの原体験となっているのは学生の頃、中々治らなかった手

首のケガが整骨院に通い始めると治り、「これはすごい！いいな！」

と感動した事で、その後、就職もしましたが“自分がしていて楽しい

事がしたい”と整骨院に弟子入りしたそうです。「患者様から“あり

がとう”とか“良くなったよ”と直接言ってもらえるのがたまらない

んですよ。」と山本さん。

　開業するにあたっては“ないモノをつくりたい”とさまざまな事を

こだわり抜いたそうです。

　大人から子供まで、たくさんの方に親しみを持って呼んでもらえる

よう自身の名前から付けた「けんけん」という名前には「健康を建てる」

という意味を込め、院のマークは新月がだんだん満月へと成長してい

く様子をイメージしています。

　建物についても木のぬくもりを感じられるよう柱や梁などにこだわ

り、“身体がしんどくなっている時は精神的にも辛くなるので、心を

落ち着けてリラックスしてもらいたい“という思いから天井を高くす

ることで、施術中も圧迫感を感じる事なく、リラックスして施術が受

けられるようになっています。

　そんな山本さんが一番こだわったというのが「トイレ」。高級ホテ

ルのようにあまり見ないところこそ綺麗にしたい、とさまざまなこだ

わりが詰まっています。「整骨院と言うと敷居が高く感じる方もいらっ

しゃると思いますが、僕がこだわり抜いたトイレを見に来るだけでも

どうぞ来てください！」と笑顔で話してくれました。

　そんな WAKAYAMA けんけん整骨院の施術内容は背骨・骨盤矯正、

姿勢矯正、産後骨盤矯正、眼精改善療法など多岐に渡り、“健康で最

善の身体造り”をコンセプトに患者様の「治したい」という想いに全

力で応える整骨院です。

　これから本格的な夏を迎える前に、身体のメンテナンスをして“健

康で最善の身体”を目指してみてはいかがでしょうか？そして院長自

慢のトイレもぜひ見て下さい！（笑）

８
月
２
日

　
御
坊
・
日
高
就
職
フ
ェ
ア
開
催

気象予報士 × 税理士

藤富 郷の

クラウドな話

「
年
々
高
ま
る
熱
中
症
危
険
度
」

　

今
年
の
６
月
１
日
よ
り
、

職
場
で
の
熱
中
症
対
策
が
企

業
に
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。対
象
は
、暑

さ
指
数（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）28
℃
以

上
ま
た
は
気
温
が
31
℃
以
上

の
環
境
で
、
連
続
１
時
間
以

上
ま
た
は
１
日
４
時
間
を
超

え
る
作
業
が
見
込
ま
れ
る
場

合
で
す
。内
容
は
、熱
中
症
の

自
覚
症
状
が
あ
る
人
や
熱
中

症
の
恐
れ
が
あ
る
人
を
見
つ

け
た
場
合
の
連
絡
体
制
を
整

え
る
こ
と
、
必
要
な
措
置
や

医
療
機
関
へ
の
搬
送
な
ど
の

手
順
を
作
成
し
、
周
知
す
る

こ
と
で
、
対
策
を
怠
っ
た
場

合
は
罰
則
も
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

職
場
の
熱
中
症
対
策
が
義

務
付
け
ら
れ
る
ほ
ど
、
記
録

的
な
暑
さ
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
昨
年
も

２
０
２
３
年
と
並
ん
で
観
測

史
上
最
も
暑
い
夏
に
な
り
ま

し
た
。熱
中
症
に
よ
る
死
亡

者
数
は
、
統
計
を
取
り
始
め

て
か
ら
初
め
て
２
０
０
０
人

を
超
え
ま
し
た
。23
年
よ
り

も
さ
ら
に
多
く
な
り
、
そ
の

要
因
の
一
つ
は
、
最
高
気
温

が
35
℃
以
上
の
猛
暑
日
の
多

さ
に
あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で

は
、
年
間
猛
暑
日
日
数
は
46

日
が
最
多
で
し
た
が
、
そ
れ

を
上
回
る
50
日
以
上
の
地
点

が
20
地
点
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
福
岡
県
太
宰

府
市
で
は
40
日
間
連
続
で
猛

暑
日
と
な
り
、真
夏
の
間
中
、

体
が
休
ま
る
日
が
な
か
っ
た

の
で
す
。

　

こ
の
35
℃
と
い
う
気
温
は
、

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。体
温
を
下
げ
る
役
割
は
、

皮
膚
か
ら
の
放
熱
と
汗
の
蒸

発
に
よ
る
気
化
熱
の
二
つ
が

あ
り
ま
す
が
、
体
の
熱
を
外

に
逃
が
す
た
め
に
は
、
体
温

よ
り
も
気
温
が
低
い
必
要
が

あ
り
ま
す
。気
温
が
35
℃
以

上
に
な
り
体
温
を
超
え
て
く

る
と
、
放
熱
の
効
果
が
非
常

に
小
さ
く
な
り
熱
が
こ
も
る

の
で
、
猛
暑
日
は
熱
中
症
の

危
険
度
が
急
速
に
高
ま
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
重
要
な
の
が
「
今

の
気
温
を
知
る
こ
と
」で
す
。

気
温
の
上
昇
傾
向
を
早
め
に

把
握
す
る
こ
と
で
、
外
出
を

控
え
た
り
、
意
識
的
に
水
分

補
給
を
し
た
り
、
熱
中
症
へ

の
対
策
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

お
出
か
け
前
に
、
天
気
予
報

で
予
想
最
高
気
温
を
確
認
す

る
だ
け
で
も
、
事
前
に
備
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

暑
さ
指
数（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）で
体

感
危
険
度
を
知
る
こ
と
も
参

考
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
の
夏
も
気
温
が
高
ま

る
予
想
で
、
偏
西
風
が
平
年

よ
り
北
に
流
れ
や
す
い
た
め
、

昨
年
と
同
じ
よ
う
な
猛
暑
に

な
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
の
猛
暑
は
、
昔
と
比

べ
て
暑
さ
の
質
が
ま
る
で
異

な
り
ま
す
。５
月
で
早
く
も

猛
暑
日
に
な
り
、
真
夏
は
極

端
な
暑
さ
が
連
続
で
長
く
続

き
、湿
度
も
高
く
、夜
間
も
な

か
な
か
気
温
が
下
が
ら
な
い

熱
帯
夜
で
す
。レ
ベ
ル
の
違

う
危
険
な
暑
さ
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
気
力
で
我
慢
を

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意

が
必
要
で
す
。風
通
し
の
良

い
服
装
で
、
エ
ア
コ
ン
な
ど

を
う
ま
く
利
用
し
て
、
早
め

の
熱
中
症
対
策
を
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

　

気
象
予
報
士
兼
税
理
士

　
　
　
　
　
　
　

藤
富　

郷

非
と
も
お
越
し
下
さ
い
。

開
催
日　

　

令
和
７
年

　
　
　

８
月
２
日（
土
）

開
催
時
間

　

13
：
00
～
15
：
30

　
　
（
受
付
12
：
30
～
）

〇
参
加
無
料

〇
申
込
不
要

〇
入
退
場
自
由

〇
無
料
駐
車
場
あ
り

〇
お
問
い
合
わ
せ
は

　

三
松
堂
ホ
ー
ル
デ
ィ

　
　
　
　

ン
グ
ス（
株
）

　

０
３-

　

６
８
２
３-

５
３
６
２

　
（
担
当
：
齋
藤
）ま
で
。
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日
本
の
５
大
銀
行

グ
ル
ー
プ
（
以
下
大

手
銀
行
）
と
上
場
地
域

銀
行
73
行
・
グ
ル
ー
プ

（
以
下
地
域
銀
行
）
の

２
０
２
５
年
３
月
期
の

決
算
が
５
月
15
日
に
出

そ
ろ
っ
た
。
あ
く
ま
で

も
速
報
ベ
ー
ス
で
は
あ

る
が
、
大
手
銀
行
で

は
「
合
計
の
連
結
純
利

益
は
前
の
期
比
30
％
増

の
４
兆
３
９
７
３
億
円

と
な
り
、
２
年
連
続
で

最
高
益
を
更
新
」
し
、

地
域
銀
行
で
は
「
連

結
純
利
益
の
合
計
は

前
の
期
比
29
％
増
の

１
兆
２
５
１
９
億
円
と

な
り
、
９
期
ぶ
り
に
過

去
最
高
」
で
あ
っ
た
。

そ
の
理
由
は
、
前
者
が

「
国
内
の
金
利
上
昇
で

貸
出
金
利
ざ
や
が
拡
大

し
、
政
策
保
有
株
式
の

売
却
益
が
業
績
を
押
し

上
げ
た
」
と
し
、
後
者
が

「
貸
出
金
利
の
引
き
上

げ
が
寄
与
」
と
し
て
い

る
。
大
手
銀
行
と
地
域

銀
行
と
も
、
貸
出
金
利

の
上
昇
が
最
高
益
更
新

の
主
な
要
因
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
大
手
銀

行
と
地
域
銀
行
の
そ

れ
ぞ
れ
の
貸
出
残
高
に

主
に
採
用
さ
れ
て
い
る

貸
出
金
利
の
基
準
金
利

が
異
な
る
こ
と
に
は
、

留
意
が
必
要
で
あ
る
。

大
手
銀
行
の
貸
出
金
利

は
Ｔ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
（
タ
イ

ボ
ー
）
と
呼
ば
れ
る

市
場
金
利
（
日
本
の
イ

ン
タ
ー
バ
ン
ク
市
場

で
コ
ス
ト
増
と
な
り
、

減
益
要
因
と
な
る
。
次

に
、
金
利
が
上
昇
す
れ

ば
、
銀
行
間
で
の
貸
し

出
し
競
争
が
激
し
く
な

る
。
こ
の
た
め
貸
出
残

高
あ
る
い
は
貸
出
先
の

顧
客
基
盤
を
維
持
す
る

た
め
に
、
健
全
性
が
高

い
大
手
銀
行
、
大
手
地

域
銀
行
は
ほ
か
の
中

堅
・
中
小
地
域
銀
行
よ

り
も
貸
出
金
利
を
戦
略

的
に
低
下
さ
せ
る
。
こ

の
た
め
、
中
堅
・
中
小

地
域
銀
行
は
思
い
通
り

に
金
利
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
、
あ

る
い
は
顧
客
を
一
部
失

う
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

収
益
悪
化
に
な
る
。
こ

こ
ま
で
は
貸
し
出
し
と

い
う
銀
行
の
資
金
運
用

の
部
分
の
課
題
で
あ

る
。

　

一
方
、
預
金
と
い
う

銀
行
の
資
金
調
達
の
部

分
で
課
題
も
多
い
。
市

場
金
利
が
上
昇
す
れ

ば
、
預
金
金
利
も
追
随

し
て
上
げ
る
必
要
が
出

て
く
る
。
つ
ま
り
、
貸

し
出
し
な
ど
の
資
金
運

用
の
原
資
と
な
る
預
金

と
い
う
資
金
調
達
コ
ス

ト
が
上
昇
す
る
。
加
え

て
、
預
金
者
は
金
利
が

高
い
預
金
を
選
択
す
る

よ
う
に
な
り
、
金
利
引

き
上
げ
競
争
が
激
化
す

る
。
こ
の
た
め
、
十
分

に
金
利
が
上
げ
ら
れ
な

い
銀
行
か
ら
は
、
預
金

が
流
出
す
る
可
能
性
が

高
ま
る
。
他
方
、
地
方

（
銀
行
間
の
市
場
）
の

金
利
を
示
す
円
の
金
利

指
標
）
を
基
準
金
利
と

し
て
採
用
し
て
い
る
場

合
が
多
く
、
市
場
金
利

が
上
昇
す
れ
ば
貸
出
金

利
に
反
映
さ
れ
る
。
一

方
、
地
域
銀
行
の
大
部

分
の
貸
出
金
利
の
基
準

は
短
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー

ト
（
金
融
機
関
が
企
業

向
け
に
提
供
す
る
１
年

未
満
の
短
期
融
資
に
適

用
さ
れ
る
基
準
金
利
）

で
あ
り
、
日
本
銀
行
の

政
策
金
利
に
連
動
し
て

い
る
。
前
者
は
、
市
場

で
決
ま
る
金
利
で
あ
る

た
め
、
後
者
よ
り
当
然

な
が
ら
市
場
金
利
上
昇

が
貸
出
金
利
に
反
映
さ

れ
る
ス
ピ
ー
ド
が
速

い
。
こ
の
よ
う
な
背
景

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
大

手
銀
行
は
２
期
連
続
、

地
域
銀
行
は
25
年
３
月

期
決
算
で
の
最
高
益
と

な
っ
た
。

　

最
高
益
と
な
っ
た
銀

行
決
算
に
死
角
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
米

国
の
相
互
関
税
に
よ
る

国
内
企
業
の
業
績
へ
の

マ
イ
ナ
ス
の
影
響
で
あ

る
。
業
績
が
悪
化
す
れ

ば
、
企
業
が
期
日
通
り

債
務
の
返
済
が
で
き
な

く
な
る
、
あ
る
い
は
最

悪
の
場
合
に
は
倒
産
す

る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
銀

行
は
、
そ
の
場
合
の
損

失
を
見
込
ん
で
準
備
す

る
資
金
で
あ
る
貸
倒
引

当
金
が
増
加
す
る
こ
と

圏
の
地
域
銀
行
は
、
特

に
相
続
に
よ
っ
て
域
外

に
預
金
が
流
出
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に

都
市
圏
の
地
域
銀
行
で

さ
え
、
ネ
ッ
ト
銀
行
の

台
頭
が
こ
の
預
金
流
出

の
流
れ
を
促
進
す
る
こ

と
も
懸
念
さ
れ
る
。
大

手
銀
行
も
、
う
か
う
か

し
て
い
ら
れ
な
い
。
オ

ン
ラ
イ
ン
と
い
う
利
便

性
を
考
え
る
と
、
ネ
ッ

ト
銀
行
に
預
金
が
流
出

す
る
可
能
性
が
あ
る
。

例
え
ば
、
25
年
５
月
15

日
に
公
表
さ
れ
た
、
三

井
住
友
カ
ー
ド
が
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
と
の
包
括
提

携
の
下
で
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ

ｙ
と
連
携
す
る
こ
と

は
、
そ
の
懸
念
に
対
応

す
る
戦
略
の
代
表
事
例

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

今
後
の
銀
行
業
界
の

勢
力
図
を
占
う
最
大
の

焦
点
は
、
ロ
イ
ヤ
リ

テ
ィ
ー
が
高
い
、
つ
ま

り
〝
粘
着
性
の
あ
る
〟

預
金
者
の
獲
得
に
お
い

て
、
ネ
ッ
ト
銀
行
を
含

め
て
、
ど
の
銀
行
が
強

み
を
発
揮
す
る
の
か
、

で
あ
る
。
コ
ス
ト
が
低

く
、
利
便
性
の
高
い
オ

ン
ラ
イ
ン
の
み
で
は
そ

れ
が
生
ま
れ
な
い
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
本
質

的
に
は
、
預
金
者
の
情

報
を
活
用
し
な
が
ら
、

決
済
、
資
産
形
成
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
預
金
者
＝

顧
客
の
囲
い
込
み
が
重

要
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ

ば
、
預
金
残
高
、
預
金

口
座
の
規
模
が
重
要
で

は
な
く
、
預
金
者
に
ひ

も
づ
く
顧
客
デ
ー
タ
の

多
さ
が
重
要
で
あ
り
、

そ
れ
ら
を
、
生
成
Ａ
Ｉ

な
ど
を
活
用
し
て
顧
客

基
盤
の
強
化
に
生
か
せ

る
よ
う
な
戦
略
が
不
可

欠
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ

の
点
を
間
違
え
る
と
、

大
手
銀
行
で
さ
え
、
盤

石
と
は
い
え
な
い
で
あ

ろ
う
。
銀
行
の
決
算
よ

り
も
本
当
の
死
角
は
そ

こ
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

　

株
式
会
社
大
和
総
研

　
　
　
　

金
融
調
査
部

　
　

主
席
研
究
員

　
　
　
　

内
野　

逸
勢

潮
流
を
読
む

「
最
高
益
の
銀
行
決
算
に

　
　
　
　死
角
は
な
い
か
」

　

６
月
17
日
（
火
）
に
御
坊

商
工
会
館
４
階
大
ホ
ー
ル
に

お
い
て
本
年
度
２
回
目
の
創

業
セ
ミ
ナ
ー
を
講
師
に
キ
ャ

リ
シ
ア
代
表
の
湯
川
隆
行
氏

を
迎
え
て
「
未
然
に
ト
ラ
ブ

ル
を
防
ぐ
今
す
ぐ
使
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
、
御
坊
・

日
高
地
区
の
事
業
者
10
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

～
講
座
内
容
～

①
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
（
ハ

　

ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
・
種

　

類
・
法
的
責
任
）

②
パ
ワ
ハ
ラ
・
カ
ス
ハ
ラ
な

　

ど
、
何
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　

に
該
当
す
る
の
か
（
具
体

　

例
）

③
職
場
や
お
客
様
と
の
信
頼

　

関
係
を
築
く
た
め
の
コ
ミ

　

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

④
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

と
は
（
怒
り
の
メ
カ
ニ
ズ

　

ム
）

⑤
関
係
性
を
改
善
す
る
た
め

　

の
方
法

⑥
実
践
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

（
ケ
ー
ス
ス
テ
デ
ィ
を
通

　

じ
て
、
学
ん
だ
知
識
を
実

　

際
の
職
場
で
活
か
す
方

　

法
）

　

現
在
、
働
き
方
や
人
と
の

接
し
方
が
変
化
す
る
中
で
思

い
や
り
あ
る
関
わ
り
方
や
自

身
の
感
情
と
の
向
き
合
い
方

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
つ
い
て
の

知
識
を
深
め
、
安
心
し
て
働

け
る
職
場
づ
く
り
・
取
引
先

と
の
良
好
な
関
係
構
築
の
た

め
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
や
自
身
の
怒

り
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
ア

ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
に

つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
頂
き

ま
し
た
。

　

次
回
の
創
業
セ
ミ
ナ
ー
は

７
月
22
日
（
火
）
19
時
か
ら               

〝
「
１
０
３
万
の
壁
」
を
超

え
て
い
け
！
税
制
改
正
ポ
イ

ン
ト
解
説
セ
ミ
ナ
ー
〟
を
御

坊
商
工
会
館
４
階
に
て
開
催

い
た
し
ま
す
。

　

御
坊
商
工
会
議
所
で
は
経

営
に
役
立
つ
様
々
な
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を

　
　
　

 

開
催
し
ま
し
た
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御坊商工会議所青年部  新入部員募集中！
　御坊商工会議所青年部では、新入部員を募集中です。異業種交流や自己
研鑽としての場はもちろん、経営者の気持ちの持ち方や、経営者同士のコ
ミュニケーションづくりができます。
　本年度は“３つの「わ」～未来は僕らの手の中～”をスローガンに例会
等で地域を再発見し、その魅力を伝えることでさらなる地域の貢献に取り
組んで参ります。

【会員資格】御坊商工会議所の会員事業所の代表者及び後継者、
　　　　　　または事業所の代表者は推薦する従業員で満５０歳以下の方。

【会　　費】年間２４，０００円（年度の途中からの入部は、月割り計算　
　　　　　　になります）

【お問合せ】御坊商工会議所青年部事務局　TEL：２２－１００８

御坊商工会議所青年部　情報通信

　６月３日（火）に御坊商工会議所の総務委員との意見交

換会に出席しました。意見交換会には 16 名が集まり、親会

と青年部それぞれの方針や今後の事業について話し合い交

流を深めました。

　この意見交換会を通じて、親会との繋がりがより強いも

のになったと感じることができました。

御坊商工会議所青年部
総務委員との意見交換会に出席しました！

　６月７日（土）御坊商工会議所にて和歌山県商工会議所
青年部連合会 令和７年度 第１回役員会および通常総会を
開催しました。
　御坊商工会議所青年部からは５名が出席し、県内にある
商工会議所青年部のメンバーと意見交換を図りました。ま
た、役員会では今年度の事業計画案などについて審議。議
案事項は総会を通じて無事承認され、和歌山 YEG 枡岡県連
会長のもと、新しい県連がスタートしました。

和歌山県商工会議所青年部連合会
令和７年度 第１回役員会および通常総会に出席！

　６月８日（日）御坊市立体育館相撲場にて御坊青年会議所主催
の「第３６回わんぱく相撲」が開催されました。今年は史上最多
となる２１６名の小さな力士が集い、大きな盛り上がりを見せま
した。
　御坊 YEG としては、わんぱく相撲を盛り上げるため飲食店ブー
スを出店。ちゃんこ鍋とフランクフルトを販売しました。当日は
雨が降ったり止んだりと不安定な天気でしたが、大勢の方に来場
していただき、無事完売することが出来ました。

御坊商工会議所青年部　御坊青年会議所主催
「第3６回わんぱく相撲」に出店しました！


